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2022年に改訂された新しい生徒指導提要。
そこには、
「生徒指導の定義」が、このように示されています。

2



また、生徒指導の目的として、これまでも語られてきたことに加えて、
「子どもたち自身の幸福追求」と「社会に受け入れられる自己実現」を「支え
る」という
大きな目的も明文化されました。
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すべての子どもたちが
★「幸せになること」
★「自分らしく居られること」
★「自ら伸びていこうとすること」
これらを
★すべての教職員によって、★支え、応援する営み
それが「生徒指導」なのです。
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生徒指導のなかではぐくむ①
今回は「自己存在感」をテーマに
みなさんと一緒に考えてみたいと思います。
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改訂された生徒指導提要には、生徒指導・実践上の視点の1つとして
次のように示されています。

「学校生活のあらゆる場面で、
自分も一人の人間として大切にされている という
自己存在感を
児童生徒が実感することが大切です」
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私たちが生徒指導に取り組む上では、
まずはその前提として、どのような「子ども観や発達観」をもっているかにつ
いて、
見つめていくことが必要です。

★もともと子どもは、
周囲の人から★
・関心をもたれている
・大切にされている
・理解されている ★等と感じられると、
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自らの内にある
「自己成⾧力」を発揮して、
主体的・意欲的に物事に立ち向かっていく
そのような存在であると言われています。
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どの子どもも、本来、自分の力で成⾧していく力を持っている存在であるとい
うことを
信じ、常に心に留めておくことができている自分であるかどうか。

私たち教職員には、常に自らの「子ども観」や「発達観」をみつめる姿勢が必
要です。
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子どもたちが、本来持っている自己成⾧力を発揮し、
幸せに、自分らしく、伸びていくために必要な条件。

それは、★
子どもたち自身が、このような感覚を、
★実感として持つことができている状態がある、ということです。
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子どもたちにこのような実感を育むために
★私たち教職員との関係のなかでは、
どのようなことを大切にしていけばよいのでしょうか。
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ではここで、１つめのミニワークを行います。

私たち教職員との関係のなかで、
子どもたちにこのような感覚を育むために、
できそうなことや大切にしたいことについて、
考えてみたいと思います。

動画を一旦停止して、
思いつくことを、箇条書きしてみましょう。

書き終わったところで動画の続きをご覧ください。
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ではこれから、私たち教職員の、子どもたちへの働きかけについて考えてみま
しょう。

学校は、「できるようになること」「わかるようになること」を目指す場所で
す。
私たち教職員は子どもたちにさまざまな働きかけを行っています。★
子どもたちのやる気を引き出したり
成⾧に繋げたりするために、このような声かけが必要な場面はたくさんあるこ
とでしょう。

しかし、このような声かけについては、次のような視点で見ることもできます。
ここに示した言葉がけは
いずれも、★Doing「行為」に関するものである、ということ。
「何かをする」「できること」「わかること」に焦点をあてた言葉がけである
といえます。
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もちろん、これはこれで、必要で大事なかかわりですが、

さらに、もう一つ、大切にもっておきたい視点があります。

それは、★Beingその子がここに「居ること」「存在」そのものに焦点をあて、
認めていく、というかかわりの視点です。
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何かをすること、できること、わかること、に焦点をあてた、Doingへのかかわ
りだけでなく、
Beingその子の存在への承認を態度や言葉で意識的に伝えていくこと。★

私たち教職員のそのようなかかわりが、
子どもたちの「自己存在感」に繋がっていきます。
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学校で取り組むさまざまなDoing、「学び」や「人とのかかわり」は★
安定したBeingの土台の上に成り立つもの。

こどもたち一人一人が「いま、ここに、存在している」★
そこに焦点をあて、認め励まし勇気づけるというかかわりを通して、
子ども達に、★このような感覚を育みたいものです。
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ではここで、２つめのミニワークを行います。

さきほど、１つめのミニワークで考え、書き出した「かかわり」の視点を、★
「Ｄｏｉｎｇ」と「Ｂｅｉｎｇ」の２つの視点で、
整理してみましょう。
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ワーク①で書いた、それぞれのかかわりについて、２つの視点で見つめたとき
に、
Doingの視点でのかかわりに分類されるものには、★□のなかに、「Do」と
Beingの視点でのかかわりに分類されるものには、★同様に「Be」と記入をして
みましょう。
どちらの視点も含まれると感じられる場合は、★「Do・Be」両方記入をしてく
ださい。

どちらにも分類しにくい場合は空欄でもかまいません。
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分類し終わったら、それを元に、感じたことや考えたことについて、ペアやグ
ループで話し合ってみましょう。

記入と話し合いをしている間、動画は一旦停止してください。

話合いが終わったところで、動画の続きをご覧ください。
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ミニワークに取り組んで気づかれたことはあったでしょうか。

★子ども達の「自己存在感」をはぐくむための教職員のかかわり。
「やり方」そのものは、人それぞれ。教職員の個性や立場、子どもの発達段階
等によって
さまざまな方法があることと思います。
お一人お一人が、自分にフィットする方法を、見つけていっていただければと
思います。

★また、私たちのマインド、つまり価値観や子どもへ向けるまなざしは、
意図せずとも子ども達へ自然と伝わっていくものであるということをきちんと
自覚しておくことは、
かかわる「やり方」そのものよりも、大切なことであるといえるでしょう。
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最後に、自己存在感を育む教師のかかわりの具体例として、

★4つの「かける」というキーワードをお示しして、今回のプログラムを終了し
ます。

★○気にかける
★○目をかける
★○手をかける
★○声をかける

さきほどのミニワークで考えた内容も、4つのキーワードで整理してみることが
できそうです。
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「自己存在感」の実感を育むことで、
子どもたちが★自らの内にある自己成⾧力を発揮し、
主体的・意欲的に物事に立ち向かっていくことができるようにしていく。
それが、「生徒指導」という営みなのです。
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すべての子どもたちの
幸せと成⾧を願って

日々の生徒指導を通して、
教職員みんなで、
子どもたちを支え、応援していくことができますように。
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以上で本研修プログラムは終了となります。
お疲れ様でした。
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